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Abstract

The purpose of this study was to examine the awareness of sports promotion among residents of 

Kawagoe city, which is one of the venues for the Tokyo 2020 Olympics and the expected impact 

from such event. The sample of this study was the participants and spectators in a marathon event in 

Kawagoe city. The main results of this study were as follows:

1)  The residents of a venue site for the Tokyo 2020 Olympics expect increased opportunities for 

daily sport activities such as the holding of various sport events, competitions, and school physical 

education classes and maintenance of school facilities.

2)  Most of the residents expect social impacts as the likely result from the Tokyo 2020 Olympics and 

three out of four are in favor of Tokyo hosting Olympics.

3)  Residents of other areas outside of Kawagoe city have more expectation of increased park and 

recreation facilities in Kawagoe city as a result of the Tokyo 2020 Olympics than do the residents 

of Kawagoe city.

研究ノート

2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会開催地
の住民におけるスポーツ振興に関する要望と

期待される効果に関する研究

秋 　 吉 　 遼 　 子
上 　 代 　 圭 　 子



東京国際大学論叢　人間科学・複合領域研究　第 2号　2017年 3月̶  102  ̶

Key words: TOKYO 2020，sports promotion，impact，local residents，Kawagoe city

キーワード：東京2020大会，スポーツ振興，効果，地域住民，川越市

目　　次

Ⅰ．緒言
Ⅱ．研究方法
　1．調査対象
　2．調査方法
　3．調査項目
　4．分析方法
Ⅲ．結果と考察
　1．サンプルの個人的属性とスポーツ実施頻度
　2．スポーツ振興に関する要望
　3．イベントへの関わり
　4．東京2020大会開催により期待される効果と支持
Ⅳ．まとめ

Ⅰ．緒　言

　近年，スポーツ振興に様々な観点から取り組む自治体が急増している。市民参加型のスポーツ
イベントは全国各地で活発に行われており，スポーツイベントは全国で誘致されている。また，
2020年オリンピック・パラリンピック東京大会（以下，「東京2020大会」）開催決定後は，事前キャ
ンプの誘致合戦も白熱している。10）自治体が，スポーツイベントの誘致や東京2020大会の事前キャ
ンプに力を入れている理由は，開催地に経済的効果や社会的効果があり，5）18）地域活性化につなが
るのではないかと期待されているからである。埼玉県川越市も例外ではない。川越市では，東京
2020大会のゴルフ競技が開催される予定であることから，川越市内の関係団体で構成される「東
京2020オリンピック・パラリンピック競技大会川越市支援委員会」における検討だけでなく，市
民の協力を得ながら，地域の活性化に取り組んでいる。6）

　しかし，オリンピックのようなビックスポーツイベントの開催は，開催地に多くのスポーツ
ツーリストを呼び込むが，良くも悪くも開催地の住民に影響を及ぼすことが実証されている。13）16）

そして，地域のサポートなしに，持続可能なツーリズム産業を発展させることは困難である。2）そ
のため，地域で開催されるスポーツイベントに対する地域住民の態度を明らかにすることは，今
後のまちづくりの観点から意義があると考えられる。
　内閣府 12）は，東京2020大会の開催で期待される効果として，「スポーツ（障がい者スポーツを
含む）の振興」を4割の人が挙げていることを報告しており，スポーツ振興を望む人が一定数いる
ことは明らかになっている。しかし，東京2020大会開催の影響を良くも悪くも受けるであろう開
催地の住民が，どのようなスポーツ振興を具体的に望んでいるかは明らかになっていない。その
ため，東京2020大会開催に向けて，かつ東京2020大会開催後のスポーツ環境を長期的なスパンで
考えていくためには，東京2020大会開催地の住民のニーズを把握することは重要であると考えら
れる。そこで，本研究の目的は，東京2020大会の競技会場がある川越市の住民におけるスポーツ
振興に関する要望と東京2020大会開催の期待される効果を明らかにすることとする。
　なお，本研究では，川越市の住民と川越市外の住民で比較することとした。その理由は，川越
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市の住民の特徴をより明確にするため，加えて，居住歴やツーリズムへの関与が効果の認知に影
響を及ぼすことから，3）15）川越市の住民と川越市外の住民とでは，東京2020大会開催に伴う川越市
への期待される効果が異なることが推測されるためである。

Ⅱ．研究方法

1．調査対象
　調査対象は，川越市で行われている「小江戸川越ハーフマラソン」の参加者，観戦者，ならび
に近隣住民である。なお，小江戸川越ハーフマラソンは，毎年，川越市で開催されている。川越
市は，埼玉県の中央部よりやや南部にあり，都心から30 kmの首都圏に位置する。35万人を超え
る人口を有する都市であり，近郊農業，流通業，商工業，観光など，充実した都市機能を有して
いる。7）2015年の入込観光客数は，6,645,000人であり，8）増加の一途を辿っている。その川越市で
開催されている小江戸川越ハーフマラソンは，ハーフ，10 km，Fun Run（約4 km）の3種目があり，
約1万人が参加している。

2．調査方法
　平成27年11月29日に開催された小江戸川越ハーフマラソンの参加者，観戦者，ならびに近隣住
民に対し，直接配布回収による質問紙調査（別紙1）を行った。小江戸川越ハーフマラソンのハー
フと10 kmの参加者に対しては，スタートとゴールがある川越水上公園において，Fun Runの参加
者に対しては，ゴールの川越市役所南側駐車場において，調査を行った。観戦者と近隣住民に対
しては，コースの沿道において調査を行った。調査員は，事前にトレーニングされた14名である。
回収数ならびに有効回答数は530票であった。

3．調査項目
　調査項目は，スポーツ実施頻度，スポーツ振興に関する要望，イベントへの関わり，東京2020

大会開催により期待される効果，東京2020大会開催の支持，個人的属性である。スポーツ実施
頻度とスポーツ振興に関する要望は，文部科学省 11）の項目を援用した。イベントへの関わりは，
Kenyon 9）と山口 19）による資料を参考に，川越市のスポーツイベントと川越市のイベント（スポー
ツ以外）に対して，参加者，観客，及びスタッフ・ボランティアとしての関わりの有無を，東京
2020大会においては，参加者，観客，及びスタッフ・ボランティアとして関わることを希望する
か否かを問うた。東京2020大会開催により期待される効果については，先行研究 2）4）を基に，日
本で妥当性と信頼性が検証されている18項目（社会的効果5項目，環境的効果4項目，経済的効果
3項目，否定的な影響6項目）1）14）17）から，スポーツ社会学が専門の研究者2名と川越市のオリン
ピック大会準備室3名の計5名で協議を行い，川越市の状況に見合うよう修正を施した。そして，
プレテストを33名に対して実施し，最終的に16項目を設定した（社会的効果5項目，環境的効果4

項目，経済的効果3項目，否定的な影響4項目）。東京2020大会開催の支持については，1項目を設
定した。東京2020大会開催の期待される効果と支持については，ともにリッカートタイプの5段
階尺度（1：「とてもそう思わない」～ 5：「とてもそう思う」）を用い，等間隔尺度を構成するもの
として仮定した。個人的属性は，性別，年齢，居住地，居住歴，職業の5項目を設定した。
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4．分析方法
　川越市の住民と川越市外の住民で比較を行うため，χ 2検定を行った。本研究における統計的な
処理は，SPSS23.0を使用した。

Ⅲ．結果と考察

1．サンプルの個人的属性とスポーツ実施頻度
　サンプルの居住地は，川越市が58.9％，川越市外が41.1％であった。そして，表1は，居住地
別のサンプルの個人的属性とスポーツ実施頻度を示している。性別は，川越市の住民は男性が
56.5％，女性が43.5％であった。川越市外の住民は男性56.8％，女性が43.2％であった。年代につ
いては，川越市の住民は40代（34.0％）が最も多く，次いで30代（20.0％）であった。川越市外
の住民は40代（30.7％）が最も多く，次いで20代（24.9％）であった。川越市の住民における川
越市の居住歴は，40～ 49年が2割を超えた。職業は，川越市の住民は会社員（32.3％）が最も多く，
次いで自営業（15.2％）であった。川越市外の住民は会社員（60.4％）が圧倒的に多かった。
　過去1年間のスポーツ実施頻度について，川越市の住民は「週に1～ 2日」（31.6％）が最も多く，
次いで「月に1～ 3日」（17.4％）であった。川越市外の住民は「週に1～ 2日」（37.4％）が最も多く，
次いで「月に1～ 3日」（21.0％）であった。居住地で比較した結果，川越市の住民より川越市外
の住民の方が，日常的にスポーツを実施していることが明らかになったが（p＜ .05），川越市の住
民においても，全国調査 12）の結果と比べると，より多く日常的にスポーツを実施している結果と
なった。これは，マラソンイベントにおいて調査したことに起因していると考えられる。

2．スポーツ振興に関する要望
　スポーツ振興に関する要望については，「各種スポーツ行事・大会・教室の開催」（川越市
44.6％，川越市外51.9％），「学校体育施設の開放・整備」（川越市39.4％，川越市外39.3％），「野
外スポーツ活動施設の整備」（川越市31.6％，川越市外26.6％），「地域のクラブやサークルの育成」
（川越市30.9％，川越市外34.6％）を要望する人が多い（図1）。この結果は，文部科学省 11）が行っ
た全国調査よりも，要望する人が多い傾向にある。その理由として，本研究の限界にも関係する

表 1　サンプルの個人的属性とスポーツ実施頻度

*p ＜ .05
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が，本調査はマラソンイベントにおいて調査したことから，普段からスポーツを実施し，スポー
ツ環境と触れ合い，現状を知っている人が多いことが，その原因と考えられる。
　また，相対的に川越市の住民より川越市外の住民の方がスポーツ振興に要望があると言えるが，
特に「スポーツによる出会いや交流の促進」において有意な差がみられ，川越市の住民より川越
市外の住民の方が望んでいることが明らかになった。その理由として，スポーツイベントに参加

**p ＜ .01

図 1　スポーツ振興に関する要望
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する人は，スポーツをすることに加えて，他者との交流を求めていることから，川越市のスポー
ツイベントに参加していると予想される。

3．イベントへの関わり
　イベントへの関わりについて，過去の川越市のスポーツイベントへの関わり方としては，参加
者と観客がスタッフ・ボランティアよりも多い傾向にある（図2）。川越市のイベント（スポーツ
以外）への関わり方としては，観客が最も多い。また，東京2020大会への関わり方の希望として
は，観客が最も多いことが明らかになった。居住地で比較した結果，川越市外の住民より川越市
の住民の方が，川越市のスポーツイベントにおけるスタッフ・ボランティアとして，川越市のイ
ベント（スポーツ以外）における参加者として関わっていることが明らかになった。これは，物
理的な距離が影響していると考えられる。

4．東京2020大会開催により期待される効果と支持
　東京2020大会開催により期待される効果に関して，相対的に，社会的効果が最もあると期待し
ている人が多いことがうかがえる（図3）。社会的効果について，「川越市のイメージを向上させる
だろう」，「スポーツ観光客と交流することは，川越市外の文化や社会を理解する貴重な経験にな
るだろう」，及び「川越市の文化的イメージにプラスの影響を与えるだろう」は，7割以上の人が，
期待される効果だと認識している。すなわち，東京2020大会の開催は，開催地のイメージ向上に
つながると期待している人が特に多いことがわかる。環境的効果については「川越市の公園やレ
クリエーションの場が増えるだろう」とし，経済的効果については「川越市の住民と中小企業に
経済的利益を与えるだろう」が最も効果があると期待されている。否定的な影響は「川越市に交

**p ＜ .01　***p ＜ .001

図 2　イベントへの関わり
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通渋滞，騒音，汚染を生じさせるだろう」が最も影響があると感じている。居住地で比較した結
果，川越市の住民より川越市外の住民の方が，「川越市の公園やレクリエーションの場が増えるだ
ろう」と感じていることが明らかになった。すなわち，川越市の住民より川越市外の住民の方が，
東京2020大会の開催によって，川越市内にスポーツをすることができる環境が増えると予想して
いるということである。
　東京2020大会開催の支持については，否定的な影響があると感じているものの，開催を支持し
ている人が多いことが明らかになった（川越市76.5％，川越市外81.6％）。しかし，居住地で比較
した結果，有意な差はみられなかった。このことから，川越市の住民も川越市外の住民も，東京
2020大会の会場のひとつが川越市内にあることに対して，好意的に捉えている人が多いことが明
らかになった。

Ⅳ．まとめ

　本研究の目的は，東京2020大会の競技会場がある川越市の住民におけるスポーツ振興に関する

*p ＜ .05

図 3　東京 2020 大会開催により期待される効果と支持
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要望と東京2020大会開催により期待される効果を明らかにすることである。主な結果は以下の3

点である。
1．  東京2020大会の競技会場がある地域の住民は，スポーツ振興の具体的な方策として，各種ス
ポーツ行事・大会・教室の開催や学校体育施設の開放・整備等，日常的なスポーツ活動の機会
の増加を望んでいる。

2．  東京2020大会の競技会場がある地域の住民は，東京2020大会開催の効果として，社会的効果
に最も期待している傾向にあり，4人に3人が開催を支持している。

3．  東京2020大会の競技会場がある地域の住民より，他の地域の住民の方が，東京2020大会開催
により，公園やレクリエーションの場が増えると期待している。

　本研究の限界として，マラソンイベントにおいて調査を実施したことから，スポーツや東京
2020大会に対して好意的な態度の人がサンプルに多いことが考えられ，一般化できない点がある。
しかし，本研究は，以下2点の有益なインプリケーションを与えると考える。
　1点目は，東京2020大会の競技会場がある自治体は，東京2020大会の開催のみに力を注ぐので
はなく，東京2020大会前後の住民のスポーツ機会の創造も継続的に行っていく必要がある。川越
市の住民の4人に3人が東京2020大会の開催を支持しているが，各種スポーツ行事・大会・教室の
開催や学校体育施設の開放・整備等，日常的なスポーツ活動の機会の増加を望んでいることも事
実である。
　2点目は，スポーツイベントを開催する自治体や主催者は，スポーツイベントにおいて参加者同
士や地域住民との交流の場を積極的に設けることである。川越市の住民より川越市外の住民の方
が「スポーツによる出会いや交流の促進」を望んでいたことが，本研究の結果から明らかになった。
交流できるようなプログラムを設けることで，地域外からの参加者等が集まり，地域活性化につ
ながる可能性がある。
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